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消える漏電を追え！
山形事業所 秋葉 史順

原因判明に３日間を要した事例を紹介します。

〔状況〕
正月連休明けの午後２時近く、「お客さまに設置

している絶縁監視装置から警報が発生した」と、電
気事故受付センターから連絡が入りました。警報が
出たり止んだりを繰り返しており、お客さまから「早
急に調査してほしい」との要望を受け、すぐに現地
へ向かいました。

〔調査〕
約20分後に到着し、まずキュービクルにて漏電回

路を特定しようとしましたが、低圧側配線が全てブ
レーカー背面にあるため探査器を取付けることがで
きない設備でした。お客さまに確認したところ、今
日から２日間は休館日であり、短時間の停電は可能
とのことから、お客さまから了承いただき低圧ブ
レーカーを開放して絶縁抵抗測定を実施しました
が、絶縁不良の回路を特定できませんでした。こう
なれば、分電盤に探査器を取付けて１回路毎に調べ
ていくしかありません。探査が必要な箇所が複数あ
るため、お客さまに原因特定まで時間がかかる旨を
お伝えし、探査器を分電盤に取付けて、１日目の探
査を終えました。

２日目、夜間に再度警報が発生したため出動当番
者が出動し探査をしましたが、漏電箇所の特定に至
りませんでした。その日の日中に、分電盤の探査器
の場所を移し替えましたが、不規則に警報が発生す
るため、原因の特定はできません。

３日目、休館日が明けて午後から来館者を迎える
ことから、何とか午前中に漏電箇所を特定しなけれ
ばと焦っていたところ、午後になり分電盤に取付け
た探査機がようやく反応しました。この分電盤から
電気を送っている客室に漏電箇所があるようです。
お客さまの設備担当者に分電盤を確認してもらうた
め、客室から一旦戻ってもらうと、探査器の反応が
消えました。また客室に入り照明が点灯すると、反
応が出ます。

なんと、客室には人感センサーで点灯する照明が
あり、警報が出たり止んだりするのは、人の出入り
が関係していたためだったのです。

〔原因〕
お客さまに人感センサー付照明器具が漏電してい

ることをご説明し、早速、照明器具を外して確認し

ましたが、なかなか原因が特定できません。お客さ
まからもご協力していただき、天井の石膏ボードを
外して天井裏を覗くために配線をずらそうとしたと
き、一本の配線が全く動きません。なんと、石膏ボー
ド固定用のビスがケーブルを貫通しているではあり
ませんか。漏電は、このビスが電線を貫通し充電部
に触れ、通電したときに発生していたものでした。

〔復旧〕
電線の損傷箇所を取り除いて再接続を行い、漏れ

電流に異常のないことを確認し復旧しました。警報
が発生してから原因特定・復旧まで、まる３日間を
要しました。

〔お客さまの声〕
「漏電から火災が発生するという話を聞いていた

ので、お客さまをお迎えする前に原因を特定するこ
とができて良かったです」と、感謝の言葉をいただ
きました。

〔まとめ〕
今回の事例は、「人感センサーが反応して、照明

が点灯したときだけ漏電する」という、変則的な要
因が絡んだために原因の特定まで時間を要する結果
となりました。天井裏の配線トラブルで電気火災に
も直結する事象でしたので、解決できたことを嬉し
く思います。

天井を外して調査 電線を貫通していたビス




